Internship in metropolitan high schools for teachers by 小林 正典
都立高校における教員インターンシップの実施 
































































(1) 授業技術： 体験授業，授業補助，授業見学，問題作成 
(2) 学内活動： 部活動補助，文化祭準備補助，国際交流活動 
(3) 進学指導： 大学生活，研究内容の説明 
(4) 生活指導： 宅習指導，登校見守り 
(5) 学校研修： 図書室・保健室などの理解 
(6) 地域連携： 地場産業を生かした学校教育，PTA 活動・教育委員会見学 
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実施例（平成 26 年度・大島） 
【９月８日（月）】 
09 時 30 分  大島出帆港到着 到着後路線バスで海洋国際高校前下車 
10 時 30 分頃 学校到着 生徒会室待機   ※企画調整会議後、校長室で校長に紹介 
12 時 05 分  職員室で学生紹介．教科担当教諭、クラス担任にご挨拶． 
   ドミ車でドミトリへ移動． 
13 時 00 分  ドミトリで昼食．オリエンテーション 
14 時 30 分  ２・４棟の学生の居室へ荷物を置き、居室で待機 
16 時 30 分  学生入浴 
18 時 20 分  食事（18:20～19:15） 
19 時 25 分～19 時 40 分 ドミトリ生に学生紹介（多目的ホール）～島生の希望者も参加 
19 時 45 分  宅習開始 
22 時 20 分  宅習終了 
23 時 00 分  消灯     ※ 居室の電気は消してください． 
【９月９日～１２日】 
06 時 35 分  起床 
06 時 45 分  点呼・朝食 
07 時 30 分  管理棟に移動・登校指導 
08 時 00 分  スクールバスで学校に移動し、担当教員に挨拶・打ち合わせ．授業補助や教材
研究を行う． 
16 時 30 分～ 入浴    ※ 部活補助及び文化祭準備補助を行いスクールバスで帰舎する
場合は、入浴は生徒と一緒になります． 
18 時 20 分  夕食       
19 時 45 分  宅習開始 ※ 10（水）の宅習 1 時間目については、希望生徒との懇談会を実施
予定（管理棟会議室） 
22 時 20 分  宅習終了 
23 時 00 分  消灯    ※ 居室の電気は消してください． 
【９月１３日（土）】 
06 時 35 分  起床 
06 時 45 分  点呼・学生代表挨拶・朝食 
07 時 30 分  登校指導 
07 時 45 分  ドミ車で学校へ移動 
08 時 10 分  職員室で学生あいさつ  
08 時 30 分  校長室で校長より認定書授与 
09 時 00 分  学校出発 
12 時 30 分  大島出帆港発 
198
実施例（平成 28 年度・八丈） 
時 1 日目 2 日目 3 日目 4 日目 5 日目 
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年度 開始日 終了日 参加者 学部 4年 大学院生 その他 
平成 21年度 9/7 9/11 5 2 3 0 
平成 22年度 9/6 9/11 5 3 2 0 
平成 23年度 9/12 9/17 6 5 1 0 
平成 24年度 9/10 9/15 4 1 3 0 
平成 25年度 9/9 9/14 3 1 1 1 
平成 26年度 9/8 9/13 2 1 1 0 
平成 27年度 9/7 9/12 2 1 1 0 
平成 28年度 9/5 9/10 3 1 2 0 
平成 29年度 9/4 9/9 1 1 0 0 
 
八丈高等学校 
年度 開始日 終了日 参加者 学部 4年 大学院生 その他 
平成 28年度 9/12 9/16 2 2 0 0 
平成 29年度 9/11 9/15 1 1 0 0 
 
所属別 
数理科学コース・数理情報科学専攻  17 
生命科学コース・生命科学専攻  10 
化学コース・化学専攻   3 
地理環境コース    2 
物理学コース・物理学専攻   1 
教育学専攻    1 
合計     34名 
 
※数理科学コースと数理情報科学専攻で 2度参加した学生１名を両方で数えている． 
※平成 21，28年度には急病等で不参加の 4年生が 1名ずついる（数には入っていない）． 
※平成 25年度には他大学の学生から参加希望があったが，生徒への責任上，提携した責任
教員のもと実施しているのでない限り参加を認めることは難しいという結論になった． 
 
８．まとめ 
時間も費用もかかり，真剣に教員を志望する意識の高い学生しか応募しないので，皆しっ
かりと取り組み，大半は実際に教員になっている．参加後の聴き取りでも反応が良いため，意
義ある活動として，今後も高等学校としっかり連携して継続していく予定である． 
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